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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
骨粗紫症性脊椎骨折に対する新しいインプラントの開発と､実際の
症例に対する有効性を証明した研究である｡開発したインプラントは､
外套と内スクリューの二層構造によって構成され､骨セメントと併用
し使用される｡そして､本研究で従来使用されてきたスクリューと比
較し､約 2倍の引き抜き強度を有することが判明した｡
さらに､開発したインプラントを34症例の対麻寮や発給性痔痛を
有する患者さんに応用した｡その結果､本インプラントの安全性と有
用性が確認された｡本研究の内容は､著名な英文雑誌にも掲載され､
今後本疾患に対する治療方法の第一選択として脚光を浴びる可能性
があり､その意味で価値ある業績と認める｡
よって､本研究者は博士(医学)の学位を得る資格があると認める｡
